
 

 4 

他の特性を 
保ちながら、比較 
可能性が改善 
できるか? 

          3 
認識、開示又は

経営者による

説明により、そ

の項目を言葉

及び／又は数

でどのように

報告するか検

討する。  いく

つかの可能性

のある表現

(representatio
n)がある。  

         2 
予測価値及
び／又は確
認価値があ
る事象（項
目）を選択す
る。（目的適
合性の局面 

 

 

 

           6 
その表現が十
分に比較可能
かを評価する。 

 

7 
その表現が
十分に理解
可能かを評
価する 

        8 
この種類の
項目を開示
することの
ベネフィッ
トがコスト
を正当化す
る (justify)か
を評価する 

        9 
意思決定に
有用な報告
すべき項目                          

 

11 
集約された情報が
完全であるか、及
び他の面で十分に
表現の忠実性があ
るかを評価する。 

12 
財務報告中の集
約された情報が
首尾一貫してい
ることを含め、十
分に比較可能か
を評価する。 

 

13 
その表示（表示又は開
示は）、明瞭性(clear)
及び簡潔性(concise)
があり、十分に理解可
能かを評価する。 

         15 
意思決定に有用
な財務報告  

 

1   
その企業に
関連する経
済事象  

to the Entity 

Y
E
S

Y
E
S

Y
E
S

Y
E
S

No
O 

         14 
財務報告がタ
イムリーか評
価する。 

（目的適合性
の局面） 

Y
E
S

        5 
中立的で検証可
能かを含め、それ
が項目を十分に
忠実に表現して
いるかを評価す

る。 
 

 

代替物があるなら
ば、試みる。 

NO 

NO 
NO 

NO 
 NO 

YES 

         4 
それらの可
能性のある
表現の（残り
の）うちもっ
とも目的適
合的なもの
を選択する 

 

Y
E
S

Y
E
S 

YES 

比較可能性が欠け
ていることの開示
を要求する。 

意思決定有用性
が低い財務報告 

10 
意思決定に有
用な報告すべ
き項目を、どの
ように集約さ
れた財務報告
にするかを検
討する。 

その項目の報
告を要求しな

い  表現の忠実性が欠け
ていることの開示を

要求する。 
 

他の 
表現が可能 

か？ 

NO 

NO 

代替物があるなら
ば、試みる。 

YES NO 

表示を改善す
る。(Enhance )  

NO 

Y
E
S 

NO 

 NO 
他の特性を 

保ちながら、理解 
可能性が改善 
できるか? 

 

 NO 

インプット  
項目の選択 

アウトプット 
報告の構築 

図表: 意思決定に有用な財務報告に対する基準設定への質的特性の利用 


